
令和６年度 多摩市立西落合小学校 学校評価書 
 

 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

 

（１）確かな学力の育成 （学校教育目標『考える子』 本年度の重点） 

重点目標 
○各学年で習得すべき基礎的・基本的な事項の確実な定着を図る。 

○自ら課題を発見し、考え、判断し、よりよく解決する確かな学力を育成する。 

評価項目 

（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員の意見 

授業のねらいに即して「何ができるよ

うになったか」等の振り返りを通して、

主体的に学ぶ態度を育成する。         

＜９０％＞ 

４ 

ねらいの明確化、めあての明示、振り返り

の工夫により、保護者へのアンケートで

92.2%の肯定的評価を得た。今後も継

続して分かる授業の実践に努めていく。 

A 

・学力向上も大事だが、小学校で授業規律と

学ぶ楽しさをしっかりと身に付けてほしい。 

・振り返りはとても大事なことだと思う。これ

からも継続してほしい。 

・タブレット端末を活用し、児童一人ひとりに

合った学習ができていた。 

・端末が授業ツールとして定着しており、効

果的に活用し、授業の効率化ができている。 

・タブレット端末の管理範囲について、明確

に児童へ共有していくのも重要かと思う。 

・学校が全力で行っている取組を続けること

で将来の教育や学びが変わってくる。 

児童一人１台のタブレット端末等を活

用し、日常的にタブレット端末を使うこ

とにより、情報活用能力の育成を図る。                     

＜９０％＞ 

４ 

あらゆる授業場面でタブレット端末を利

活用し、基礎学力に関して91.2％の肯定

的評価を得た。基礎的・基本的な知識・技

能の確実な定着を今後も継続していく。 

A 

ＳＤＧｓを踏まえたＥＳＤの充実及び見

直しを図り、主体的に課題を追求する

等の授業改善に取り組む。           

＜９０％＞ 

３ 

課題解決学習での話合いを重視したが、

発表に関する評価が児童・保護者共に

68.0％であった。次年度、話合いや意見

発表の向上に積極的に取り組んでいく。 

A 

評価のまとめ 

授業改善の意識を個人だけでなく、組織で高めるために、全員年３回以上の授業公開（教員

向け）を行った。ご指摘にもあったように、今後も「めあて」「振り返り」「授業規律」「学習意欲」

「授業の効率化」「タブレット端末」「個別最適」をキーワードにして、学びの変化に対応するため

に組織的に授業改善をすすめていきたい。学校公開（地域・保護者向け）等で、学校運営協議会

委員に授業観察をしていただき、改善状況をご確認いただきたい。また、児童に対しても、タブレ

ット端末の使用の約束や注意点、効果的な使い方などを随時指導し、共有していきたい。 

（２）豊かな心の育成 （学校教育目標『助け合う子』） 

重点目標 
○温かい心と互いを思い合う心、 強い心や責任感を育てる 。 

○自他の生命を大切にする態度を養う 。 

評価項目 

（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員の意見 

ウェルビーイングの実現に向けて、自分の

大切さと他の人の大切さを認め、人のた

めに行動できる豊かな人間性を養う。                  

＜９０％＞ 

４ 

道徳通信等により道徳教育に力を入れ

ることで、「思いやりや優しさをもって他

者と関わっている」の項目で 95.6％の

評価を得た。今後も継続していく。 

A 

・今後も不登校児童の解消に努め、規範意

識と道徳的な行動を身に付けさせてほしい。 

・職員で問題点の共有をし、児童に対して、き

め細かい指導ができている。 

・いじめの取組は見えにくいが、安心して通

学していることで肯定的に判断している。 

・優しい子が多くいる。言葉遣いが気になる。 

・保護者と学校の連携が取れている。 

・児童が積極的に発言し、他者の意見にも耳

を傾け、互いを尊重している姿があった。 

・活き活きとした教員が多い。児童と一緒に

教員も楽しんで学校生活を運営してほしい。 

学級の安定化を促進し、確かな児童理解

に基づき児童にとって 「安心できる学級

づくり」の推進を図る。 

＜９０％＞ 

４ 

保護者と連携した学級経営で「相談で

きる人がいる」（児童91.2％）「自己肯

定感を高めている」（保護者９３．９％）

の評価を得た。今後も継続していく。 

A 

誰一人取り残さない教育の実現に向け、

「いじめを生まない、許さない」を基本と

し、いじめのない学校づくりを推進する。                    

＜９０％＞ 

４ 

いじめの疑いの時点で、組織で共通理

解を図ることで、いじめに関する項目で

保護者94.5％、児童 92.0％の肯定的

評価を得た。今後も継続していく。 

A 

評価のまとめ 

 いじめの取組が見えてこないのは、学校としての周知不足を感じる。特に「いじめの未然防止

の取組」を今後周知していきたい。言葉遣いがきっかけで、トラブルやいじめにつながる場合

もある。言葉遣いとともに「規範意識」「道徳的な行動」が身に付けられるようにしていきたい。

生活指導上の課題についても、今後も教職員、家庭、地域で共通理解し、連携を深めていく。 

 

（３）健やかな体の育成 （学校教育目標『元気な子』） 

重点目標 
○たくましく生きるための「健康・安全」や「体力の向上」を図る。 

○自らの目標をもって自己を肯定し、自ら最善を尽くす意欲と態度を育む。 

評価項目 

（目標とする成果・指標 ％） 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員の意見 

「学校２０２０レガシー」の取組の継続と充

実を図り、「社会貢献」の心を醸成するこ

とを目指す。     

＜９０％＞ 

４ 

社会貢献につながるキャリア教育（目

標設定・自己評価）により、95.6％の児

童が係等の仕事にしっかり取り組んで

いる。今後も継続していく。 

A 

・今後も運動の楽しさやできる喜びを味わわ

せ、体力の向上に努めてほしい。 

・身近に潜む危険を適切に指導し、児童の安

全に対する意識を高めることができていた。 

・長縄大会のために教員が児童と練習して

いた。目標があると運動する機会が増える。 

・運動が苦手な児童への配慮を願いたい。 

・数値の明記で、評価の根拠を理解した。 

・なわとび週間等では、子どもたちも意欲が

向上した。体力づくり週間の継続を願う。 

・児童館における避難訓練においても、迅速

な行動・避難ができている子どもが多い。 

基礎体力の向上を図り、自らすすんで健

康の増進と体力・運動能力の向上に努

め、生涯を通して運動やスポーツに親し

む態度を養う。              ＜90%> 

３ 

ロング遊びや体力づくり等による体を

動かす時間の確保で、84.5％の児童

がすすんで運動を行った。意欲向上の

ために内容改善を図る。 

A 

健康や安全に関する意識を高め、児童自

らが判断し、命を守る意識をもたせる等、

安全指導･健全育成に万全を期す。                               

＜９０％> 

４ 

安全指導や避難訓練等により、「自分の

身を守る力が付いている」で90.3％の

評価を得た。今後も継続し、命を守る指

導の充実を図る。 

A 

評価のまとめ 

体力向上については、今後も継続して取り組んでいくが、学校運営協議会委員にご指摘い

ただいた通り、より意欲を向上させるためにも「運動の楽しさ」「できる喜び」「苦手な児童へ

の配慮」「目標設定」をもとに改善を図っていきたい。家庭・地域でも迅速な避難行動がとれる

よう、避難訓練等の講話で学校外でのことにも、今後も積極的に触れていきたい。 

学校教育目標 

憲法・教育基本法の精神を尊重し、自主性と創造性に富み、平和的な国家及び社会の形成者として、人間性豊かで、思いやりのある、

心身共に健康な児童の育成を目指し、以下の目標を設定する。 

◎考える子（社会適応力）   

自ら学ぶ意欲をもち、時代の変化や社会の要請に対応できる力を育てる。 

○助け合う子（人間形成力） 

生命尊重を基盤として、互いの人格を尊重し合い、豊かな人間性を育てる。 

○元気な子（行動実践力）   

自らすすんで、健康の保持・ 増進及び体力の向上を図る能力と態度を育てる。 

目指す学校像（学校経営ビジョン） 

○共に生き、共に学び、一人一人が輝く学校 

○毎日、笑って、楽しく、幸せになれる学校 

目指す子供像 目指す教師像 

○意欲的に学び、よく考え、自信をもって考えを表現できる子ども 

○しっかり話を聴く、最後まで聴く、規律正しく整然とした態度 

で学習する子ども 

○授業力・指導力を向上させ、安定した学年・学級経営を営む。 

○心ひとつに、「率先垂範」「凡事徹底」「知覚動考」で日常の指

導にあたる 。 



（４）家庭や地域との連携 

重点目標 

○教師と保護者が共に育み （共育）、力を合わせて育むこと（協育）で、子どもを取り巻く社会

全体が響き合い育むこと（響育）ができるようにする。 

○学校と家庭、地域全体で子どもへの思いが調和できるようにする 。 

評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

評

語 
現状の分析と改善策 

評

語 
学校運営協議会委員の意見 

学校の特色を見つめ直し、教育活動

に生かすことで、学校や地域への誇り

をもち、 子どもたちが自信をもって生

きていけるようにしていく。 

４ 

学運協での児童（代表委員）の発表や学

校側の報告により、子どもに関する具体

的な内容での充実した意見交換ができ

た。今後も継続していく。 

A 

・学運協での代表発表、諸行事、登下校、挨

拶等での児童の明るい姿に感心する。 

・地域行事に児童や様々な年齢層の大人、教

員の参画機会が多くあり、満足度も高い。 

・検定など学習を軸にしたつながりも良い。 

・就学前から学校を通して、地域とのつなが

りを体験でき、地域の主催により、保護者に

も地域の一員としての自覚が芽生えている。 

・大学も含め、地域人材を活用し、「子どもの

ための環境」を作っているのは素晴らしい。 

・大人目線での見方だけではなく、子どもの

意見を取り入れるような活動を期待したい。 

「コミュニティ ・スクール」として、地

域に開かれ、地域と共にある学校づく

りを推進し、人との関わりを大切にし

た活動を推進していく 。 

４ 

学運協と共に学校づくりを推進すること

で、学校と地域の連携に関する肯定的評

価93.2％、適切な情報提供93.7％を得

た。今後も継続していく。 

A 

地域連携コーディネーターを窓口とし

て、地域支援者の協力を得て、学習支

援活動を推進し、児童の学習環境の

改善を図る。 

４ 

地域未来塾や学習支援、学校応援団主催

の漢検・算検・英検の実施により、子ども

たちの学習意欲の喚起・向上が図れた。

今後も継続していく。 

A 

評価のまとめ 

本校の特色は「地域との連携」である。学運協を中心とし、学校応援団、青少協、学童、子ども

園、中学校、児童館、大学等の協力を得ながら、充実した教育活動を実施することができた。ま

た、地域行事でも、学校として積極的に関わり、連携することができた。今後は、各取組の中で、

児童の意見が反映される活動がより推進されるよう、各団体との連携・協力をさらに図りたい。  

 

【評語について】 

自己評価 学校関係者評価 

評語 達成状況 成果指標 評語 自己評価の適切さ 

４ 申し分なく達成した ９０％以上～１００％ A 適切である 

３ おおむね達成した ７０％以上～９０％未満 B おおむね適切である 

２ やや下回った ４０％以上～７０％未満 C 適切でない 

１ 大きく下回った ４０％未満 D     評価は困難である 

 

２ 次年度に向けた学校経営の方向性、課題等 

 

 

 

 

 

 

以上のとおり報告いたします。 

令和７年３月１日          多摩市立西落合小学校 校長    久保 明彦 

 

○学校の特色である「地域との連携」を軸に、コミュニティ・スクールとして、地域に開かれ、地域と共にある学校づくりをこれからも推進

していく。学校運営協議会と学校保健委員会を兼ねて開催していたが、各会の趣旨がより一層反映されるよう、次年度より分けて実施す

る。学校運営協議会では熟議の時間を増やし、学校保健委員会では保護者の参加を推進し、健康教育を家庭に啓蒙できるようにする。 

○ 学校教育目標「考える子」「助け合う子」「元気な子」のうち、重点目標は継続して「考える子」とする。学ぶ意欲を大切にしながら、自

己の学習状況を捉え、見通しをもって学習に取り組む児童を育成していく。年間を通して、組織として授業改善を図る機会を設定する。 

○アンケート調査により、話合いや意見発表について課題が見られたことから、次年度の校内研究のテーマを「考えを伝え合う力の向

上～聞く・話す・書くをつなげる言語活動～」（仮題）とし、重点目標「考える子」の育成に向けて、校内研究の取組に力を入れる。 

○いじめ・不登校等の生活指導上の諸課題に対する組織的な対応の徹底と充実を図るためにも、日々の教職員の児童への挨拶、声掛

け、励まし、賞賛、対話、個と集団への働きかけに努める。特に、指摘のあった児童及び教職員の言葉遣いについても改善を図っていく。 

 

 

 

 

 
公印 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩市立西落合小学校 

 

令和６年度 学校評価書 


